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❖編集後記

Editor's note

▼はじめまして、４月の人事異動で
情報統計係にやってまいりました。
広報紙に携わるのは新たな経験です
が、町民の皆さんが知りたい情報を
いち早く、分かりやすく伝えられる
よう頑張りたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。（池田）

▼今年の GW は 10 連休というこ
とで旅行に行く人も多いと思いま
す。連休最終日 5 月 6 日㈪には、
児童センターで「こどものつどい」
が行われます。私も取材で参加する
予定です。取材の際にはどんな連休
を過ごしたか子どもたちに聞いてみ
ようと思います。（大辻）

雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。
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「
出
動
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
」

と
話
し
て
く
れ
た
江
口
さ

ん
は
、
昨
年
４
月
か
ら
消
防
署
雄
武

支
署
で
消
防
士
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。

出
身
の
旭
川
市
で
高
校
生
ま
で
過

ご
し
た
江
口
さ
ん
は
、
恵
庭
市
に
あ

る
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門

学
校
へ
進
学
し
、
救
急
救
命
士
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

「
６
人
家
族
を
支
え
る
公
務
員
の

父
の
背
中
を
見
て
育
ち
、
公
務
員
に

憧
れ
、
そ
の
中
で
自
分
に
合
っ
た
消

防
士
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

専
門
学
校
で
一
緒
に
学
ん
だ
小
田

消
防
士
（
現
在
の
同
僚
）
か
ら
誘
わ

れ
、
雄
武
支
署
を
受
験
し
希
望
ど
お

り
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

雄
武
支
署
で
は
警
防
係
に
配
属
さ
れ
た

江
口
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
、
火
災
出
動
に

備
え
て
車
両
や
資
器
材
の
点
検
、
１
１
９

番
通
報
を
受
け
た
際
の
救
急
車
出
動
。

「
い
ざ
救
急
で
出
動
が
あ
っ
た
と
き
は

１
分
1
秒
が
生
死
を
分
け
る
大
事
な
こ
と

な
の
で
、
常
日
頃
か
ら
機
材
の
準
備
・
整

備
や
体
調
管
理
な
ど
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

町
の
感
想
を
聞
く
と
「
趣
味
は
温
泉
に

入
る
こ
と
な
の
で
、
近
く
て
景
色
も
綺
麗

な
ホ
テ
ル
の
温
泉
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、仕
事
は
も
ち
ろ
ん
町
内
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
今
後
の
目
標
は
、
先
輩
方
の
よ
う
に

地
域
の
人
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
た

い
」と
意
欲
を
見
せ
る
江
口
さ
ん
で
し
た
。

紋別地区消防組合消防署雄武支署

江
え ぐ ち

口 大
ひ ろ と

斗 さん

❖ 今月号は新元号の改元前に作成したものであり、改元日以降における年の表示については「平成」を用いております。❖
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